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2024年(令和6年)7月7日(日) 9:00～12:00

日本野鳥の会大阪支部

前田初雄、甲田正二、西脇淳浩、香月清宏、

松井正夫、新名泰博、平 軍二（ 090-6901-1425）Ⅰ 今月の鳥・ヒヨドリ

←ヒヨドリ
淀川河川敷の樹林はヒヨドリの天国で、冬場は近くで生まれ育ったヒヨドリ

だけでなく、北国から越冬に来る個体も合わせ数百羽もカウントされること

があった。河川敷にはヒヨドリの好きなセンダン・ナンキンハゼなどの餌源が

豊富で、ヒヨドリだけでなくムクドリ・ツグミも集まっていた。

昨年から河川敷の樹林、特に野鳥通りと呼ばれていたセンダン林が伐採さ

れたので、今後は少なくなるが、木々の成長が早いので、数年後には木々

が育ち実が生り始め、戻ってくると思っている。

ヒヨドリは何処でも観察できる鳥なので、バードウォッチング時にヒヨドリを見

ても、「なんだヒヨドリか！」と一瞥するだけになっているが、今月はヒヨドリ

に関する話題を取り上げてみた。

Ⅰ-② ヒヨドリ 1960年代まで漂鳥が、1970年代以降は留鳥に
昭和13年（1938年）に大阪支部より発行された榎本佳樹著「野鳥便覧」が、2024年2月に「復刻版野鳥便覧」として発行された。そこにはヒヨ

ドリは漂鳥と記されている。当時大阪・東京などの都会では、秋から冬の間公園や街路樹などの木の実を食べて越冬しているヒヨドリが、繁

殖期になると山地の樹林に戻って繁殖していたようである。

唐沢孝一著「マンウォッチングする都会の鳥たち」1987年草思社 によると、東京周辺で都心へのヒヨドリの繁殖拡大に気づいたのは川内

博氏・藤本和典氏で、1968年に始まり、1973年にはほぼ全都で繁殖するようになったとのことである。

しかも、ヒヨドリ繁殖の都市進出は 東京だけでなく、名古屋・大阪・千葉・茨木・埼玉など各地で同時進行的に発生したとのこと、今では都

心で留鳥として一年中、普通に見られ、都市鳥をを代表する一種となっている。

大阪では、1983年松籟社発行「大阪の野鳥」(財）大阪自然環境保全協会編に、当時の保全協会会長の筒井嘉隆氏が、漂鳥である筈のヒ

ヨドリが、10年近く前から吹田市千里山に住みついたと書かれている。

Ⅰ-①ヒヨドリ生息地は日本→
ヒヨドリは右図のように日本を中心に生

息している。日本では我が物顔に生活し

ている鳥なのに、朝鮮半島を含めた極東

アジアにしかいない鳥と知ると不思議で

ある。日本で見られるわがままに生活は、

何処へ行ってもできると思われるのに、

何故世界に広がっていないのだろうか。

フイールド日本の野鳥1989年
高野伸二著（日本野鳥の会）

Ⅰ-③ヒヨドリの餌は何 「植物と鳥の歳時記」より抜粋
平は、大阪支部むくどり通信に万博公園で観察したことを中心に、植物47種に

ついて鳥との関係を歳時記風に書き、連載してもらっている。

（1992年9月～98年11月 38回）。

そこから、ヒヨドリが利用していた植物名を抜き書きした結果は下記の通りで、

ヒヨドリが私たちの周りにある身近な木の実・草の実・木の花をフルに利用して

いることを、再確認した。

（木の実）アオキ・アケビ・ウメモドキ・エノキ・エンジュ・クスノキ・グミ・

クロガネモチ・クワ・コブシ・サクラ（エドヒガン・ヤマザクラなど）・

サンゴジュ・サンシュユ・センダン・ツルウメモドキ・トウネズミモチ・

ナンキンハゼ・ナンテン・ヌルデ・ハゼノキ・ヒイラギナンテン・

ピラカンサ（各種）・ビワ・マンリョウ・ムクノキ・ムラサキシキブ・

ヤマモモ

（草の実）ヘクソカズラ ツバキに来たヒヨドリ（万博公園・有賀憲介氏）

（木の花）ウメ・コブシ・サクラ（ソメイヨシノ・ヤマザクラなど）・サザンカ・

ツバキ（ヤブツバキ・園芸種いろいろ）

（追加：昆虫） 幼虫・成虫いろいろ（特に7月～8月はセミの捕獲が目立つ）
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Ⅱ 探鳥会観察チェックリスト
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Ⅲ 先月(6月5日)探鳥会報告
集合場所近くの街路樹クロガネモチ、レン

ジャクが来なかったこともあって3年間の花〜実
への変化、2022年の日焼けした⻩⾊い実・2023
年の赤い実・2024年の花を確認してもらってス
タートした。

関⻄医⼤タワーには５月と同じ所にハヤブサ
の姿、しかもその上をトビが飛ぶという状況も
再現された。河川敷の草原にはムクドリ、地上
で虫探しや、熟した桑の実を採餌など、10〜20
羽の群があちこちに何回も飛びまわった。

ここ数日の雨で本流の水面高く流れも速く、
中州が出ていないことなどで川面に鳥ははほと
んどいなかったが、岸辺にアオサギ、上空を飛
んだダイサギ・アマサギ、天野川でササゴイ・
コサギとサギが5種も観察できた。

先月探鳥会で多数のイワツバメが群舞したこ
とで６月資料に載せたことから、これまで探鳥
会で観察していなかった天野川魚道上にかかる
自転車道路橋に裏の巣を見たが、2週間ほど前に
巣立ったとのことで、もぬけのからだった。

ヨシ原のあちこちでオオヨシキリの「行々
子」が聞こえたが、野鳥通りの樹林伐採時に鳥
の止まり木として残されたアキニレでさえずり、
全員で声・姿を確認することができ、探鳥会を
終了とした。

Ⅳ 8月探鳥会は夏休み 次回は9月１日

今日と同じように 大阪支部HPからホームズ様式か

らお申し込みください。

今年も昨年同様、猛暑の夏が予想されています。体

調を整え、補給水分をお持ちいただいての参加をお

待ちしています。

枚方淀川探鳥会のメインルート「野鳥通り」を中心に

樹林が伐採されました。

林の鳥はいなくなったが、草原の鳥が良く観察できる

筈なので、オオヨシキリ・キジ・ホオジロ・ヒバリ・セッカ

などを期待している。

クロガネモチ 花～実 3年間

オオヨシキリ 獲物をゲットしたササゴイ

ホオジロ

コサギ

コサギ イワツバメの巣

←婚姻色 ムクドリの群
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